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ユズキさんがガ□に入選されたの 
は何歳の時•たつたんですか。 

ユズキ 26 歳くらいだつたのかな。 

それまでは何をされていたんです 
か。 

ユズキ 20歳から 25 歳<らいまで板前を 
やつていてその店がなくなつちゃたんで 
板前のバィトしていたんだよね。店がな 
くなつて暇な時に喫茶店で(鈴木)翁二 
さんの4ぺ—ジくらいのまんがを読んだ 
のがまんがを描くきつかけだつたのかも 
しれないね。 

ガ□には何回くらい持ち込んでか 
ら入選になつたんですか。 

ユズキ 2、3回持つていつたね。すブ 
えへタクソのやつ(笑)。当時は(鈴木) 
翁二さんのまんががすごい好きで、まね 
をして描いて持つていつたんだよ。それ 
を南さんに見てもらつたんだけど、その 
時に細密に描くな6徹底的に細密に、へ 
夕に描くなら徹底的にへ夕にやつた方が 
良いと言われて' それは今でも印象に残 
つているね。 

それで「シカゴパレス」が入選す 
るわけですが、あの作品は今は建て替え 
られて名前も変わつてしまつた自由が丘 
武蔵野推理劇場をモチ—フにして描か1 
たものだそうですが、よく行かれてたん 
ですか。 


ユズキ 板前してる時に最初の店が自由 
が丘にあつて、お昼の定食が終わつた後 
に夜の仕込みに入る前の休憩時間があつ 
て、白衣来て行つてたよ。ゲタなんか履 
いてカラ n □して(笑)。それでアバ—卜 
もあの近く/ ■<: つたか6休みの日もあの辺 
ブラブラして、見たい映画がなくても行 
つたりして映画館の人とも友達になつた 
りしてね。 

それで映画はかな〇見6れたんで 

すか。 

ユズキ 田舎(静岡)にいたころは映画 
といつても面白い映画は来ていなかつた 
か6'東京に出てきてか6フエリ|二と 
かゴダ—ルだとか見たんだよね。それで 
上野昴志さん山根貞男さん蓮實重彦さん 
の映画評とか読んでいたんだよ。蓮實さ 
んの本を読んで、映画を見るときに' そ 
こか6時代状況を読んだ〇、思想を読み 
取るというんじやなく、例えば雨はどう 
いうふうに降るのかとか' まずスクリ I 
ンになにが映つているのかを見る、とい 
う見方があることが分かつて、目から，つ 
ろこが落ちるような気持ちになつた。 r シ 
カゴパレス」を描いたのは、南さんに言 
われたことと' 蓮實さんのその本が出た 
というのとで' 映画館にあるものを徹底 
的に細密に描こ/つと思つて描いたん•た。 
映画のポスターもいつばい出てき 
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ますね。 

ユズキ ポスタ—とかなんでもいいとい 
うわけじやなくて、何を貼るかというの 
をけっこう気にしちやうんだよ。•たか6 
ここに描いてあるポスタ—は好きな映画 
のものになっちやうんだよね。それでそ 
のポスタ—をライタ—で照らすところと 
か' 磁石が出てくるところとか' 少年が 
夜歩くところとか' 翁二さんのまんがの 
場合は青年が酔っ払ってよくふあふあし 
て歩くんだけど' ああゆうのがすごく好 
きだったから、これは翁二さんのように 
描こ/つとしたんじやないけど、今見える 
と随所に翁二さん的なものが出てきてい 
る。 

-映画館を描きたいというのと、少 

年を描きたいというので描かれたわけで 
すね。 

ユズキ とにかく、場所とか' 空間を描 
きたかったんだよね。だか6「シカゴパ 
レス」には映写室も出て来れば、座席も 
出てくるし、券を売る所とか□ビ—とか、 
最後にはトイレまで出てくるし、映画館 
を構成しているものは全部律義に描いて 
出て<るんだ。 

——それは意識的に描こうとしたわけ 
ですよね。 

ユズキ そうそう。話はどうでもいいか 
ら映画館の中を少年2人がぐるつと I 回 


りして外に出てくるという、そういうモ 
チー フ。 

——それで r シカゴパレス」の後1年 
く6いたって、「まゆこ理科室」を発表さ 
れますが、「シカゴパレス」から「まゆこ 
理科室」ではタツチが変わって、現在の 
ユズキさんのタツチに近いかたちに変わ 
つてきていますね。 

ユズキ ー年も描いてなかったから自然 
に変わっちやたのかな。最初はつげ(義 
春)さんの「紅い花」みたいなものを描 
こ/つと思つて、それと理科室という場所 
を描いてみたいとい〇のがあったん•た 
よ0 

-この後しば6くまんがを描かれて 

いないんですよね。 

ユズキ ど〇してなんだろ〇ね。そのこ 
ろはプ□になろうという気はなかつたん 
•た。こういうまんがが一般誌に載ってお 
金がもらえるとは思わなかつたし、板前 
の方の仕事が長くてそれに時間がつぶれ 
ちやつたのと、映画を見るのに忙しかつ 
たから(笑)。何かを描きたいという気持 
ちはあったんだけどね。 

-その後白夜 書房 や , - Is M セレクト J 

等で描かれてから'「ばく」で描き始める 
わけですね。 

ユズキ 畑中(純)さんが夜久(弘)さ 
んに紹介してくれたんだよ。 



武蔵野推理劇場の内部。この写真を参考にして「シカゴパレス」が描かれた。 




「ば < J で描かれた作品とい/つの 
は、ユズキさんにとつて充実した仕事 /* C: 
つたんじゃないですか。 

ユズキ つげ義春さん、つげ忠男さん' 
畑中純さんたちと I 緒の雑誌に載るつて 
一いうんで今では考え6れないくらいすご 
い緊張して(笑)。それでけつこ/つ絶対面 
白<なるみたいな意気込みもすごかつ 
一た。「シカゴパレス」'「まゆこ理科室」や 
『ば < J の頃は一作1作せつばつまつた感 
じで、これを描いた6もうやめてもいい 
<6いの感じの緊張感の中で描いてい 
一た。 

『ばく j の最初の頃は、庭と縁側と 
|少女をモチ—フに描いてましたが' やは 
り場所を描きたいとい/つ気持ちが強いの 
一ですか。 

ユズキ 今まで描いてきたのは全部場所 
だからね。作業の手順としてまずある場 
所を描きたいと思うと、カメラ持つて近 
所にそ/ついう場所はないかと探しに行く 
んだよ。『ばく」で描いた作品の風景は田 
舎なん•たけど、実際は田舎ではなくて近 
所をカメラ持つて歩いていると東京にも 
縁側と庭のある家があるじゃない。そ/つ 
いうところに行つては垣根のところか6 
撮つているから、「なに撮つているんです 
一か」、とか言われたりしてヘンな奴•たと思 
われてる(笑)。 


あとユズキさんのまんがには植物 
がよ<出てきますね。 

ユズキ つげ(義春)さんとかのまんが 
で植物を描いたコマはあったけど' 植物 
をいっばい描くとい/つのは今まであまり 
ないじやない。だか6植物をいっばい描 
いたらどうい/つ絵になるのかな、ってい 
うんで漠然と描いた6面白いんじやない 
かと思って描いていたん•た。 

その植物と関係があると思/つんで 
すが、ユズキさんの描かれる季節とい/つ 
のが夏が多いですね。 

ユズキ 夏ばっかね。絵にしやすいのか 
な。夏になると薄着になるじやない。シ 
ミ—ズ姿の女の子描きたかったから絶対 
夏/<:な、とかさ、あとノ—スリ—ブの女 
の子出したいから夏だな、とかさ。植物 
をいっばい描くとい/つのはそ/つした人間 
の存在とはまったく別個に植物自体が主 
張している' とい/つので描いたんだ。 

普通まんがを描くときは植物とか 
は背景として描かれますけど' そ/つでな 
く植物も同じように描くということです 
か。 

ユズキ 植物を普通に描く時は、例えば 
植物の葉つばがは6は6と散ってそれで 
登場人物の気持ちを代弁させて人間の心 
理の反映みたいに叙情的に描くじやな 
い。そ/つじやな<て登場人物がいくら落 
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ち込んでいても全然関係無くいるよう 
な、そういうよ/つなものとして描きたか 
つたんだよね。だか6ある場面では植物 
が前面に出てきたりしてさ。あと南の開 
放された感じを出したかつたん•た。•たか 
らまんがに描かれた場所をある人には四 
国の方ですか、とか九州の方ですかみた 
いに聞かれるけど' 俺の中では静岡をイ 
メ—ジとして描いていてそれにもつと南 
の方の風景を意識的につけ加えているん 


だよ。 

南国的な感じは、『ばく J で後半描 
いたス n — ルみ/ - C いなものがあつたり、 
瓜売りが出て来る感じとかで強くなつて 
きていますね。 

ユズキ 『ばく j の後半で描いた商店街を 
舞台にした少年たちの話は、はつきリア 
ジア的というモチ—フが始めにあつて、 
アジア的な世界を描きたいと思つた。け 
どそのアジア的つてなんだと言われちや 
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/つと分からない(笑)。 

その場所を描きたいというのが中 
心になつているからだと思いますが、ユ 
ズキさんのまんがはネームがあまり多く 
ないですよね。 

ユズキ 「、つん」とか「そう」とか「はい」 
とか本当に単純な日常会話だけでひとつ 
のまんがが出来て、それが面白かつたら 
いいなといラのがあるんだよね。 

けれどかなりせりふは練つていま 
すよね。 

ユズキ 自分ではね(笑)。単純な言葉だ 
けどけつこう考えちやうんだよ、難しい 
んじやなくて変なまぬけな言葉なんだけ 
ど。 

あと登場人物のしぐさ、動きとか 
に気をつけてユズキさんは描いています 
ね。 

ユズキ 『ばく J で少女を描いていたとき 
は女の子を描こうというのがまずあつ 
て、それでなにを描こうというと' しぐ 
さを描こうと思つた。まんがつてスト— 
リ—と絵があつて、しぐさというのは' 
モ□絵じやない。座る'横たわるとかね' 
少女的なしぐさつていつばいあると思う 
から、そういうのをいつばい描いていつ 
た。スト I リ I はスト I リ I で動いてい 
くんだけど' それとは関係なくしぐさは 
しぐさでいろんなしぐさをどんどん描い 
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ていくみたいにね。スト—リー的には悲 
しい場面でも、しぐさは全然悲しくない一 
ような楽しそうなしぐさをさせる' とい一 
うそ/つい/つ気持ちがあつた。例えば映画 
館の中で女の子がちかんにあつて' 本当 
は悲しくてシヨックなことなんだけど、 

全然関係なくて瓜を投げながら遊んでい 
るシ—ンとか面白いな、と思つた。 

ユズキさんはまんがを描くうえで 
単純なものを描きたいという気持ちが強 
いんですか。 

ユズキ そう、単純な言葉と単純なスト 
I リ—で面白いまんがが出来ればいいな 
と、それが理想なの(笑)。 

♦今はもう手に入らない、ユズキカズ氏 
の日本文芸社より刊行された傑作短編集 
「枇杷の樹の下で」にガロ95年3月号掲載 
「夏の庭•へチマ娘危機 I 髪」を加えた単 
行本が小社より刊行予定 アリ！ 詳し<決 
まり次第誌上でお知らせいたします。 



♦構成…志村勝紀(ガロ) ♦文 II …ガ□編集部 




